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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 11日 (2006.7.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 半 導 体 基 板 を 準 備 す る 第 １ の 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 の 表 面 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と 、
　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 表 面 に ダ ミ ー ゲ ー ト を 形 成 す る 第 ３ の 工 程 と 、
　 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト を マ ス ク と し て 用 い つ つ 自 己 整 合 的 に 前 記 半 導 体 基 板 に 不 純 物 を 注 入
す る 第 ４ の 工 程 と 、
　 前 記 半 導 体 基 板 の 全 面 に 層 間 絶 縁 膜 を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 を 薄 膜 化 す る こ と に よ り 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 側 面 に の み 前 記 層 間 絶 縁 膜
を 残 す 第 ６ の 工 程 と 、
　 前 記 層 間 絶 縁 膜 お よ び 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 残 置 し つ つ 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト を 除 去 す る 第 ７
の 工 程 と 、
　 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 除 去 さ れ た 部 分 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 第 ８ の 工 程 と 、
　
を 備 え る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜
と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な 材 料 を
、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 材 料 に 採 用 し
、
　 前 記 第 ７ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁
膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト
に エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え る 、
請 求 項 １ 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　

前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の ゲ ー ト 長 を 減 少 さ せ る 第 ９ の 工 程 と

前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜
と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な 材 料 を
、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 材 料 に 採 用 し
、
　 前 記 第 ７ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁
膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト



　 　 【 請 求 項 ４ 】 　

　 　 【 請 求 項 ５ 】 　

　 　 【 請 求 項 ６ 】 　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 １ に か か る も の は 、 半 導 体 基 板 を 準 備 す る 第 １ の 工 程 と 、 前 記 半
導 体 基 板 の 表 面 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 を 形 成 す る 第 ２ の 工 程 と 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 の 表 面 に ダ ミ
ー ゲ ー ト を 形 成 す る 第 ３ の 工 程 と 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト を マ ス ク と し て 用 い つ つ 自 己 整 合 的
に 前 記 半 導 体 基 板 に 不 純 物 を 注 入 す る 第 ４ の 工 程 と 、 前 記 半 導 体 基 板 の 全 面 に 層 間 絶 縁 膜
を 形 成 す る 第 ５ の 工 程 と 、 前 記 層 間 絶 縁 膜 を 薄 膜 化 す る こ と に よ り 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 側
面 に の み 前 記 層 間 絶 縁 膜 を 残 す 第 ６ の 工 程 と 、 前 記 層 間 絶 縁 膜 お よ び 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 を
残 置 し つ つ 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト を 除 去 す る 第 ７ の 工 程 と 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 除 去 さ れ た 部
分 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 第 ８ の 工 程 と 、

を 備 え る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
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に エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え 、
　 前 記 第 ９ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で エ ッ チ ン グ 選 択 性 を
持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト に 等 方 性 エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え る 、
請 求 項 １ 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。

前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト は 上 部 お よ び 下 部 を 備 え 、
　 前 記 第 ９ の 工 程 に お い て ゲ ー ト 長 を 減 少 さ せ る の は 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 の み で
あ る 、
請 求 項 １ 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。

前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前 記
ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト
の 前 記 上 部 と 前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 層 間 絶 縁
膜 と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な 材 料 を 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁
膜 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 お よ び 下 部 並 び に 前 記 層 間 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 材 料 に 採
用 し 、
　 前 記 第 ７ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前
記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 と 前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部
と 前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前
記 上 部 お よ び 下 部 に エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え 、
　 前 記 第 ９ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前
記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 と の 間 で エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持
た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 に 等 方 性 エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え る 、
請 求 項 ４ 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。

前 記 第 ４ お よ び 第 ９ の 工 程 を 前 記 第 ５ の 工 程 に 先 立 っ て 複 数 回 繰 り 返
す 、
請 求 項 １ 、 請 求 項 ３ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 。

前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の ゲ ー ト 長 を 減 少 さ せ る 第 ９
の 工 程 と



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る も の は 、 請 求 項 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー
ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な 材 料 を 、 前 記 ゲ ー ト
絶 縁 膜 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 材 料 に 採 用 し 、 前 記 第 ７ の
工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 、 お よ び 前 記 層 間 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ
ー ゲ ー ト と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト に エ ッ チ ン グ
を 施 す 工 程 を 備 え 、 前 記 第 ９ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト と の 間 で エ
ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト に 等 方 性 エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る も の は 、 請 求 項 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト は 上 部 お よ び 下 部 を 備 え 、 前 記 第 ９ の 工 程 に お い て ゲ ー ト 長 を 減
少 さ せ る の は 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 の み で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る も の は 、 請 求 項 記 載 の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 で あ
っ て 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト
の 前 記 下 部 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 と
前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 で 、
そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ る こ と が 可 能 な 材 料 を 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 ダ ミ
ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 お よ び 下 部 並 び に 前 記 層 間 絶 縁 膜 の そ れ ぞ れ の 材 料 に 採 用 し 、 前 記 第
７ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー
ゲ ー ト の 前 記 上 部 と 前 記 層 間 絶 縁 膜 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 層
間 絶 縁 膜 と の 間 で 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 上 部 お
よ び 下 部 に エ ッ チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え 、 前 記 第 ９ の 工 程 は 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ダ
ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と の 間 、 お よ び 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 と 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の
前 記 上 部 と の 間 で エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 た せ て 前 記 ダ ミ ー ゲ ー ト の 前 記 下 部 に 等 方 性 エ ッ
チ ン グ を 施 す 工 程 を 備 え る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る も の は 、 の い ず れ か に 記 載
の Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 ４ お よ び 第 ９ の 工 程 を 前 記 第 ５ の 工 程 に 先 立
っ て 複 数 回 繰 り 返 す 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 を 用 い れ ば 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 と し
て 機 能 す る 活 性 領 域 ま た は 不 均 一 チ ャ ネ ル 注 入 領 域 を 、 半 導 体 基 板 の 表 面 の う ち ゲ ー ト 電
極 を 挟 む 場 所 に 形 成 で き る 。 ま た 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 の パ タ ー ニ ン グ 寸 法 限 界 以 下
の ゲ ー ト 長 を 持 つ ゲ ー ト 電 極 を 備 え た Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 を 用 い れ ば 、 等 方 性 エ ッ チ ン
グ に よ り ダ ミ ー ゲ ー ト の ゲ ー ト 長 を 減 少 さ せ る の で 、 ゲ ー ト 長 の 正 確 な 制 御 が 可 能 で あ る
。 ま た 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と ダ ミ ー ゲ ー ト と 、 お よ び 層 間 絶 縁 膜 と ダ ミ ー ゲ ー ト と が 、 そ れ ぞ
れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 つ よ う に す る こ と が で き る の で ダ ミ ー ゲ ー ト を 除 去 す る 際 に 、 層
間 絶 縁 膜 お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 に 対 し ダ メ ー ジ を 与 え る 可 能 性 が 少 な い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 を 用 い れ ば 、 電 気 抵 抗 値 が 小
さ く 、 か つ 上 部 に お い て コ ン タ ク ト が 取 り や す い ゲ ー ト 電 極 を 備 え る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ を 製 造
す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 を 用 い れ ば 、 等 方 性 エ ッ チ ン
グ に よ り ダ ミ ー ゲ ー ト の 下 部 の ゲ ー ト 長 を 減 少 さ せ る の で 、 ゲ ー ト 長 の 正 確 な 制 御 が 可 能
で あ る 。 ま た 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と ダ ミ ー ゲ ー ト の 下 部 と 、 並 び に 層 間 絶 縁 膜 と ダ ミ ー ゲ ー ト
の 上 部 お よ び 下 部 と が 、 そ れ ぞ れ エ ッ チ ン グ 選 択 性 を 持 つ よ う に す る こ と が で き る の で 、
ダ ミ ー ゲ ー ト を 除 去 す る 際 に 、 層 間 絶 縁 膜 お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 に 対 し ダ メ ー ジ を 与 え る 可
能 性 が 少 な い 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 発 明 の う ち 請 求 項 に か か る Ｍ Ｉ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ の 製 造 方 法 を 用 い れ ば 、 濃 度 差 の 有 る 複
数 の 活 性 領 域 お よ び 不 均 一 チ ャ ネ ル 注 入 領 域 を 、 半 導 体 基 板 の 表 面 の う ち ゲ ー ト 電 極 を 挟
む 場 所 に 形 成 で き る 。
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